
●

・f30 SUPER300M。

○
KRM・ 13H型 (パワージブ)

【主要諸元】
■ ク レー ン部

1 3ton吊リラ フテ レー ン ク レー ン

ク レー ン性 能
×17m(8本 lll)

40m (4本 掛)

×40m(4本 掛)

最 大 定 格 総 荷 重
×45m  (42ドIIl)

×40m(4本 掛)

×55m(4本 掛 )

最 大 地 上 場 程
303m(ジ ブ)

118m/min

103m/min(3層 目)

フ ン ク 速 度
ロープ掛数 8)1475m/min

(ロープ掛数 1)103m/min

高速巻下ロープ

速 度 (参考 ) 155m/min(3層 目)

ブ ー ム 起 伏 範 囲

―ム上 げ速 度 -75° -82・  /30sec

53m-240m/65sec

2段式 (2段目引出)

油圧無段階傾斜式 (オフセ ント5°～60°)

油 圧 シ リン ダ (2本)及 び ワ イヤ ロー

シン グル ウ イ ンチ2基 、油 圧 モ ー タ駆 動 ・差 動歯

高低速切換 え式、自動ブレーキ付、

圧力補償付流量調整弁付

機付 (ネガティ

ボ ー ルベ ア リン グ式

全油 圧 H型 (フロ ー ト、パ ニ チ カル シ リンダー体 型 )

3,700mm(中 間張 出 )

ワイヤロープ
ワイヤロープ 11 2mm× 132m

ワイヤロープ 11 2mm〉 く 65m

1278mブ ーム

240mブ ーム

36mジ ブ

ルースターシーブ

■ キ ャ リア部

速   度 149km/h

能  力 1043 (tan θ)

回 転 半 径
曲

車 両 総 重 量

日野 W04D TF(イ ン タ ー ク ー ラ タ ー ボ 付 )

冷4サ イ クル直 列4気 簡  直接 噴射 式 デ ィー ゼル エ ンジ ン

走 行 駆 動 形 式

トルクコンバータ形式 3要 素  1段 (自動 ロ ックア ン

全 自動 及 び手 動 変 速 式

全浮 動式  2段 減 速機 付

ロ ックシ リンダ付 )

テーパリーフスプリング式 (油圧ロックシリンダ付

2系 統 空 気 油 圧 複 合 式 4輪 ディスクブレーキ

トル コ ン ロ ッ ク ア ッ プ 運

全油 圧 式 パ ワー ス テ ア リン グ

前2輪、後2輪、前後輪独立
(リヤステ自動ロック機構付)

275/80R225151/148」

275/80R225151/148」

燃 料 タ ン ク容
(12V100AH)× 2

緊急用かじ取装置、後輪ステアリングロック装置
ミスシフ ト防止装置、ブレーキ液漏警報装置

作業用補助制動装置、サスベンションロック装置
オーバーラン警報装置、ラジエータ液面警報装置

オ プ シ ョ ン装 置

電 動格 納 サ イ ドミラー 、 タ コ グラ フ

主ブレーキ

275/80R225149/146」

275/80R225149/146」

2連 可 変 プ ラ ン ジ ャ型 、可 変 プ ラ ン ジ ャ+ギ ヤ型

アキシャルプランジャ

アキシャルプランジャ型

コントロールバルフ マルチプル自動復元式 (圧カ

シ  リ  ン  ダ ダ ブル ア クテ ィン グ式

オイルリザーバ容

●安全装置

ポ ン プ

油 圧 モ ー タ

ACS(過 負荷防止装置・音声警報装置付)、作業範囲制限装置
アウトリガ張出幅自動検出装置、ブーム自然降下防止装置

過巻防止装置、 ドラムホール ド安全装置、自動ブレーキ装置

油圧安全弁、アウ トリガロンク装置、旋回警告灯

作動油オーバーヒー ト警報装置

■運転および作業に必要 な資格

ク レー ンの 運 転 移動式クレーン運転免許

玉  掛  作  業 玉掛技能講習

車 両 の 運 転 大型特殊自動車運転免許

●クレーンに関しては、労働安全衛生法が適用されます。
●所轄の労働基準監督署に設置報告してからお使いください。
●道路を通行する場合は、車両検査に合格 した状態で通行してください。
●走行時はフックを所定の位置に格納してください。
●本機の使用にあたっての注意事項は、取扱説明書をよく読んで正しくお使い

ください。
●本カタログに記載されております性能ならびに仕様は、改良などによりお届

けいたします製品と異なる場合があります。また、仕様は予告なく変更する
ことがありますのであらかじめご了承ください。

除湿機能付エアコン、チル ト/テ レスコピックハンドル

フルアジャスタブルサスペンションシート(ヘッドレスト、アームレスト付)

パワーウインドウ(閉め忘れ防止スイッチ付)、ホット&ク ールボックス

間欠付フロント&ル ーフワイパー(ウォッシャー付)、 ランチテーブル

1寺計付AM/FMラ ジオ、シガーライター、ステンプランプ、,肖火器、フロアマント

注意事項

● キャブ装備

シ ョン装

59113001



■定格総荷重表

い (475m) 司 (37m) nlm Ⅲ“0

鰈
粋
ｍ

アウ トリガ最大張出
(全 周)

アウ トリガ中間張出
(側 方)

アウトリガ中間:
(側 方)

振出 アウ トリガ最縮′

(側 方)

張ヽ出

輌
わ

剛
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1278m
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`
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ブーム

1.5 2.Ot 6.00 6.00 600

1.7 3.OC 6b0

2.0 6.00 6.00 600 5.60

2.5 00C 6.00 380 3.60 350

3.0 600 4.70 820 600 280 2.70 2.70 260

3.5 5.00 4.60 2.00

4.0 600 320 155

4.5 450 5,00 450

5.0 4.90 4.60 4.05 260 2.70 095

5.5 370 320 3.60 200 2.20 2.30 075 0.90

6.0 3.30 200 0.60 0.55 0.90

6.5 3.70 280 2,70 290 040 0.35 0.60 0.65 0,75

7.0 2.30 230 2.60 1 . 5 0 025 0.55 0611

8.0 2.70 250 190 0.85

9.0 2.20 2.30 220 1511 1611 0.60

10.0 1 . 9 0 140 0.35 075

11.0

12.0 孤
“ 150 0.90 0.95 0.35

13.0 i25 060 0.20

14.0 060 0.20

15.0 0.45 0.55

16.0 0.80 090

17.0 025

180 060 0.68

19.0 (18 8ml 0.58

20.0

21.0

22.0

22.5 0,32

危険角度 ″
°

θ∂
°

′θ
°

″
°

44・ 5θ' ′θ
°

ク
・ ∂/・ ″ ″

°

票準フンク 3tフック 3tフ ック 3tフック 3tフ ック

フンク質] 90kg 90kg 90kg 90kg

巻掛本数 8 4 4 4 4 4 8 4 4 4 4 4 8 4 4 4 4 4 8 4 4 4 4 4

(単位ton)

591-74501000



司 m 〕 (2.7m)

アウ トリガ最大張出 (全周) アウ トリガ中間張出 (側方) アウ トリガ中間張出 (側方)
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■アウ トリガ不使用時

晟

鰈秘０

定 置 つ り 走 行 つ
`り

(2km/h未満)

53mフ ーム 904mフ ーム 1278mフ ーム 53mフ ーム 904mフ ーム 1278mフ ーム

前 方 令 前 方 全 前 方 全 「 前 方 全 「 前 方 前 方

280 280

340 340 280 300 200 300 200

205 275 265

260 255 230 105 220

230 125 220 200 085 075
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45 050 040
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(単位ton)
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■定格総荷重表注意事項

●アウトリガ使用時

1.定 格総荷重表は、水平堅土上において機体を水平に設置 した状態での保証できる最大荷重を示

しており、ブーム作業時は主フックとつり具、ジブ作業時は補フックとつり具の質量を含んだ

値です。

l  :部 分は機械の強度によって、他は機体の安定度によって定められています。

2.作 業半径はブーム 。ジブのたわみを含んだ実際の値にもとづいていますので、必ず作業半径を

基準として作業を行ってください。

3.ジ プの作業半径は24.Omブームにジブを装着 して作業を行った値を示 し、その他のブーム長さ

でのジブ作業はブーム角度だけを基準として行ってください。

4.ア ウ トリガ最縮小張出ではジブ作業を行わないでください。

5.ア ウ トリガ張出状態によって側方域でのつり上げ性能は異なります。従つて各々の張出状態に

おける定格総荷重表で作業を行ってください。前方、後方領域でのつり上げ性能はアウ トリガ

最大張出の定格総荷重表で作業を行ってください。

前方領域 後方領域

アウトリガ張出状難 中間張出 (37m) 中間張出 (27m) 最縮小張出

領域 α・
25

ルースタシーブの定格総荷重は、ブームの定格総荷重よリブームに取り付けられているフック

その他のつり具の質量を差し引いた値とし、かつ限度を1800kgとします。

【ルースタシーブ使用フック :1.8トンフック(質量25kg)巻掛本数 1】

ブームの長さが規定の長さをこえる場合には、規定の長さか、一段上のブーム長さかのいずれ

か、小さい方の定格総荷重を目安として作業を行ってください。

ジブを装着したままでブーム作業を行う場合の定格総荷重は、ブームの定格総荷重よりつり具

の質量の他に600kgを差し引いた値です。

なおジブを装着したままでのルースタ作業、およびアウトリガ最縮小張出におけるジブを装着

したままでのブーム作業は行わないでください。

9.各々の作業状態におけるブーム危険角度は表のとおりです。ブームを危険角度以下にしますと

無負荷でも転倒 しますので充分注意 してください。

10.各 ブーム長 さに対する標準フック巻掛本数は表のとおりです。ただし標準フック以外の掛数で

使用する場合は、ワイヤロープ 1本当たり15.7kN(1.6■)を限度としてください。

11.ジ ブ使用時、ジブオフセット角度が規定の角度をこえる場合には規定の角度よリー段大きいジ

ブオフセット角度の定格総荷重を目安として作業を行ってください。

12.高 速巻下作業は、フックのみを降下するときに使用 してください。また急激なレバー操作は避

けてください。

13.ク レーン作業は風速 10m/secま で可能ですが、比較的弱い風の場合でも受風面積の大きいつり

荷を取扱 う場合は特別な注意を払ってください。

14.定 格総荷重をこえる作業を行った場合、および正 しい使い方を行わなかった場合は転倒又は破

損 します。この場合本機の保証はいたしません。

7.

8.



●アウ トリガ不使用時

1.定格総荷重表は、水平堅土上においてタイヤの空気圧が規定圧で、かつサスベンションロック

シリンダを最縮小にした場合に本機の保証できる最大荷重を示しており、主フックとつり具の

質量を含んだ値です。

l  l部 分は機械の強度によって、他は機体の安定度によって定められています。

｀
【タイヤ規定空気圧 :875kPa(8.75kg/cm2)】

2.作 業半径は、ブームのたわみを含んだ実際の値にもとづいていますので、必ず作業半径を基準

として作業を行ってください。

3.前 方性能と全周性能とでは定格総荷重が異なります。前方領域から側方領域へ旋回する場合に

は過荷重になるおそれがありますので充分注意してください。

前方領域
|:

4.ル ースタシーブの定格総荷重は、ブームの定格総荷重よリブームに取り付けられているフック

その他のつり具の質量を差し引いた値とし、かつ限度を1800kgとします。

【ルースタシーブ使用フック :1.8トンフック(質量25kg)巻掛本数 1】

5.高 速巻下作業、ジブ作業、およびブーム長さ12.78mをこえるブーム作業は行わないでください。

6.定 置つり作業はパーキングブレーキを効かせ、同時にブレーキロックを掛けた状態で行ってく

ださい。

7.走 行つりはシフトレバーを1速にして行ってください。

8.走 行つりは荷が振れないように地面近くに保持し、2km/h未満にて行ってください。

特にコーナリング、急発進、急制動に注意してください。

9.走 行つり中にはクレーン作業は行わないでください。また、必ず旋回ブレーキを掛けてください。

10.ブ ームの長さが規定の長さをこえる場合には、規定の長さか、一段上のブーム長さかのいずれ

か、小さい方の定格総荷重を目安として作業を行ってください。

11.各 々の作業状態におけるブーム危険角度は表のとおりです。ブームを危険角度以下にしますと

無負荷でも転倒 しますので充分注意してください。

12.各 ブーム長さに対する標準フック巻掛本数は表のとおりです。ただし標準フック以外の掛数で

使用する場合は、ワイヤ回―プ1本当たり15.7kN(1.61)を限度としてください。

13.ク レーン作業は風速 10m/secまで可能ですが、比較的弱い風の場合でも受風面積の大きいつり

荷を取扱う場合は特別な注意を払ってください。

14.定 格総荷重をこえる作業を行った場合、および正しい使い方を行わなかった場合は転倒又は破

損します。この場合本機の保証はいたしません。



■作業範囲図

240mブ ーム +55mジ ブ
(オフセッ ト 5° )

24.Omブ ーム +55mジ ブ
(オフセット 25° )

240mブ ーム +55mン ブ
(オフセッ ト 45° )

240mブ ーム +55mジ ブ
(オフtツト

240mブ ーム+36mジ ブ
(オフセッ ト 5° )

240mブ ーム +36mジ ブ
(オフセット 25° )

24.Omブーム+36mジ ブ
(オフセッ ト 45° )

240mブ ーム +36mジ ブ
(オフセッ ト

ルースタシーブ

ルースタシーブ

2026mブ ーム

ルースタシーブ
20  揚

程
ルースタシーブ
1278mブ ーム 15(m)

ルースタシーブ

904mブ ーム

ルースタシープ

53mブ ーム

作 業 径 (m)

(注 意)

1)本 図はブーム、ジブのだわみを含んでいません。

2)本 図はアウ トリガ最大張出 (全周)の ものです。

591‐74506000



■最小直角通路幅

●2輪ステアリングで右折する場合

・Rl=6.50m
(最小回転半径)

・R2=6.64m
(最外輪端回転半径)

・R3=7.23m
(車体回転半径)

・R.=7.65m
(ブーム先端回転半径)

・R5=4.03m
(車体内側回転半径)

・A=3.57m(入 口通路幅)
OB=3.57m(車 輸出口通路幅)
OC=4.16m(車 体出口通路幅)

・D=4.57m(ブ ーム先端出口通路幅)

●4輪ステアリングで右折する場合

・Rl=3.92m
(最小回転半径)

・R2=4.06m
(最外輪端回転半径)

・R3=4.85m
(車体回転半径)

・R4=4.94m
(ブ「ム先端回転半径)

・R5=1.72m
(車体内側回転半径)

・AO=3.44m(車体入口通路幅)

・Al=2.62m(車輸入口通路幅)
OB=2.62m(車 輸出口通路幅)
OC=3.44m(車 体出口通路幅)

・D=3.95m(ブ ーム先端出口通路幅)

(淘 上記の数値は計算値です。



■全体図

縮尺:ギ指単無m0
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